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令和 2年度北本市立北本中学校

「北中生の手引き」
北本市立北本中学校 生徒指導委員会

<よ りよい学校生活を目指して>
北本中学校での生活を有意義に過ごすには、一人ひとりが基本的な生活習慣を身につけ、様々な活動に熱心に取

り組むことが大切です。下に示してあることをよく理解し、お互いに協力して生活できるようにする。

1 1委1交 0~下校   [登校時間、下校時間を守ろう。交通ルールとマナーを守ろう ]

(1)生徒は8時 20分までには登校し、」塾重:2_塁二2と旦」庄壁塁[菫三【理菫塞室22旦2塑」趣≦L萱庄していること。
・メインパッ」墜皿2鐘虹菫!壁Lサ7′{ッ望ヨ董菫轟璽壺ロッカーにしきっ

=猶
産菫る。

。日標は、8時 15分に教室入室、20分には着席して読書をして先生を待つ。
・8時 15分以降は先生方が会議をしているので、生徒は職員室前に来ない。
・先生方や友達または来校した方々には元気よく、気持ちよく挨拶をする。
・S日課は、8時 20分から朝の会を行うので、5分早く準備する。
・幹 助 あ`る時は」奎艶堕!こ 8時20金り壁量璽些E壁置工__0墜1鶴の出盛塵型ま8時2Q2と する。

(2)登下校時に歩行者は右側を歩き、 る。

。自転車通学者はヘルメットを必ず着用 (あごひもをしめる)し、メインバッグは荷台に縛り、サブバッグは前

かご1望重互⊆も良い。立22ЁZ生⊆2菫堕:』謎奎LL型臼1圭=221≧ Zゝ整ヨ壁豊L⊇止!≦淑
=塁

・雨剰中す雨
=2∠
をヽ着用する。(傘を使用しない)

。自転車通学許可の範囲者については 保護者申請とするので、許可条件や約束を守ること。守れない場合

や違反があった場合は一定の期間自転車通学許可を取り消す。また、通学用自転車には北本中指定の鑑札
をつける。
・下校の際、正門・」

『
1それぞれ、自分の家に近い方から帰ること。1『1から帰った方力`早υ性徒は、校舎

内を通って北円へ行くこと。※1『1は一般の方が自転車で通ることが多いので特に気をつけること。
(3)自転車通学者は定められた通学路を通り、校門青●C下車し、校門から所定の自転車置き場まで自転車を押し
ていくこと。G堕堕迎埜К里塁L上い。部活動のときも同じ。)

工壁壁塾迫整壺垂宝童塾後墾重螢査と二」整L」菫」墜:彗≧」lL`[【」壁L」1、_立塗壺空1三]11生 1二奎
`_(“
0年度より)

・駐輪場に停める日商園證塑璧壁暖塵』ヒる。
(4)忘れ物をした場合、二:』堕国菫L`ェ聖」≧[」睦2LL!」量地埜L〕。事務室前の公衆電話を使用し、持って来てもらう
ことはできる。緊稔ン)場合,ヽ日」任に相談する。

(5)下駄箱 靴入れ)は T寧に使い、鋼型堕塵華ヒ國 薇し、
(6)定全ェ整墨塵I(季節に応じて部活霞終了時刻は変化する)生必菫圭り、下校途中の立ち話や寄り道、買い食
いなどをしない。チャイムが鳴った時点で完全下校違反とする。
・下校時も交通′レールやマナーを守り、交通事故やけがのないように心がける。
(8)*]:`z自」:LiS:量菫」趣菫:量L![笙!4■_11`壺]壁含」セiL:L藍111:整塁二L`菫]:」 :と!菫1lili菫童主Z上_

2 授業  [50分の授業麟 )を大切にしよう]
(1)授業の開始旦」塵國仁菫L【」≧

`[二`埜

整とき」L塑L4と]饉堕菫主うとを心がけ、チャイムが壼ユ饉とる前に墜養慶してい
ること。
(2)授業担当の先生が教室に入ったら、係の号令に合わせて「起立」「礼」をしっかり行し

先生が入り口で遅刻のチェックします。

くお願いしま■ 「ありがとうございました」を言う。



(3)休み時間のうちに次の授業の準備を済ませておく。また、移動教室の場合は早めに移動を済ませ、チャイム
で着席ができるようにする。
(4)授業の用具や提出物、宿題などを忘れた場合には、教科担当の先生に申し出てどうすればよいかを相談する。
また、教科書やノートなど学用品は鮨咀:!と_Lェ貸互借りをしない。教師の指示で借りた場合は、必ごヱ⊇旦
2立上二返すこと。教師の指示以外は貸し借りしてはいけない。また教科書等への記名を忘れ′ないこと。
(5)発言や意見のある時は、積極的に手をあ|六 指名されたら「はい」と返事をして起立して述べる。また=授
業」≧笙≦l二自[2⊆2髪:宣二塗EI生』≧]丞L!二 _」1≡量」[菫12全」L」2笙」∠:2と:2_と」塑菫:≧11こ:L_
(6)いろいろな条件で授業が自習になる場合は、先生や係からの連絡や指示をよく聞いて、自習課題にまじめに
取り組む。自習時間中は、おしゃべりをしないで1寺間を大切に使い、時間内に課題を終えるように努力する。

提出惣重期限と圭るは
(7)ノートは教科ごとに1冊 0レーズリーフやバインダーは使わない)を用意し、 1冊の中に2教科以上をかね
ないようにする。また、学用品でおもちゃ類の物や臭いや香りのある物は使用しない。
・授業に必要でない物は持ってこない。不必要な物は場合により学校で預かる。

(8)机や椅子には絶対に落書きや彫り傷、穴などを作らない。また、机の中の整理整頓をする。
・コ≧重征ヨ座迭茎塾壁2ムの生こと憂墜董え≦kコ昼製に壁菫菫塾LL
(9)授業中に出た紙くずやプリント類の不要物は、授業中に捨てるのではなく、休み時間になってから三ミ笙に

盤【至ようにする。消しゴムのかすも同様とする。

(10)授業が始まってから、係の仕事や移動教室で廊下を通る時は、授業中の教室に迷惑のかからないように、お

しゃべりをしないで静かに移動する。

(11)教科書やノートなどの学用品を机の上に置いたまま下校しない。ロッカーや机にしまうか持ち帰る。

(12)やりとり帳は毎日記入して、忘オ1カなれ漏れのないようにする。

(13)メインバッグは机の脇に掛け、バックルを閉める。エナメル (サプ)バツグはロッカーに入れてロッカーの

上=丞の上には置かなnLまた、
ロッカーの中からカバンの組が週!:ろl旦:塁:望聾主:ニユ!二立:登こと。

3休 み時間 [特蛇 次の授業の軸 をする ]

(1)廊下:鋼階段1埴型と菱豊、走ったり、悪ふざけをしたりしないこと。
(2)教室内や廊下でふざけたり、鬼ごっこをしたり、追いかけっこをしたり、座2L2塑螢ら 体育σ毅 1業など、
慌てて移動しなくて済むように時間を見て行動する

(3)職員室、事務室、保健室などに入室する場合は身だしなみを整え、
①軽くノックを2回する。

②「失礼します。○.年○組 (○○部)の○○です。○○先生に用事があって来ました。」
とはっきり言って入室する。何も言わずに入室しない。

③「失礼しまし7電」をしっかり言ってから退室する。

職員室では静かに連絡や指示を受けるようにする。

(4)廊下や階段、校庭などで先生方やお客様に会った時は、「おはようございます」「こんにち|力 「さようなら」
等をl菫2きり上上生慶K気壁|ちの豊主墾姿をする。
(5)自分の1謝麗らいの他

`2踵
詈にL型塾塾。 (物や現金のi額治R粉失を避けるため)

(6)非常階段等には指示 (清掃等)がある時以外は出ない。
(7)移動教室や係などで校長室、事務室、職員室、会議室、保健室などの前の廊下を通る時は、走ったり、おし
ゃべりをしたりしないで静かに通る。
・校長室、会議室、玄関などはお客様が来ていたり、会議中のこともあるので、座ェ!菫静空に通墜L

4 」墨‐喰L酢キ1司  [準備をしつかりし、落ち着いて食事をする ]
(1)第 4校時終了後、 トイレ。手洗い等を済ませ、12:45(45分 日課時は12:25、 S日課時は12:3
5)には着席し、静かに給食当番の準備を待つ。
(2)給食当番・配膳当番は手洗い等を済ませ、エプロン。マスク・帽子などの身支度をして、給食配膳の準備に
取りかかる。給食委員の「いただきます」で食事を開始する。衛生面から昼食(配膳)時間の読書 Q学習を認
めない。
(3)食事中は出歩いたりふざけたりしない。圭塾重2=2=2!フ壁量」墜ヨヨ聾[Σl墜」塾Z〕世二L聖従122_
(4)食事中の昼の放送には連絡事項もあるので、注意して聞き、聞き漏らしのないようにする。
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とする。ラインが入ったもの、ルーズソックスやくるぶしが見えるものは着用しない。

⑥ジャージは学校指定の物とし、名亘幽廻塾茎墾=Zz2生と
=:盪
菫壁遺」=丞コ

`こ

う壷堕!」雷睦:L〕。破損してしまった

場辮 ま自
`分

で直す力、貝庭制吉に'補修
.を

依頼す
‐
る。

⑦ジャージの下にワイシャツ・プラウスを着ても構わないが、男子は第2ボタン、女子は第1ボタンを開けな
いように着る。

C靴は自地とし、ラインのあるものはラインも自色とする。靴ひもも自色とする。22±整 ∠の内側など、
菫堕2と
=望
些2自険111堕ヨ遍E名」二ぅこと CL履きも同滞ゆ。

③靴 (下足)、 上履きを履く場所の区別をしっかりする。1渤 と`を理Z=2けないこと二
⑩通学用のカバンは抱康面、安全面から学校指定の背負いカバンを使用し、画夏【背負立ようにする。
・カバン以外にはサブパッグを使用し、巾着袋‐、1紙・布袋等は使用しない。
・サブバッグ (エナメノ″ ッヾグを含む)の色は、黒や紺を基調としたものとし、派手でないものとする。
・カバンには余計なものをつけない。 (複数の缶バッジやキーホルダー・プリクラ等の写真は不要物)
・ カ は認めない^ リクラを貼りつける事も禁1ヒ

・コ!:i:≧::II::::1::!!::::::::L!:::||:11:11il!1!!:!:||::11:|:::と |:|1121::::l'|_|:|:≧ ||!|:::||.il:!::::ll!:11:::11:||::l二 |111::::Lと_

*受験を見据えて、定規に貼るのも禁止。

(2)頭髪等 ～パーマ (昼上が
=全
む)、 脱色、染めなど、手を加えず、自然で清潔感を保とう～

①男子・・・短いのが望ましし、長くても耳や目に力功 らヽないようにする。

②女子・・・前髪は日にかからないようにする。わきや後ろ髪の長さは肩にかからないようにし、これ以上長
い場合は1本または2本に結ぶ。C塾奎髪塑□茎墾∠髪痘直生1旦室とし二宝:基|で:鐘:墨)
。リボンは使用しない。ゴムの色は黒、紺、茶とし、飾りのついていないものとする。
・逓堕望望生聾」塾生 また、登重1重1五_1塾白]|__は∠菫llヒニ≧笙生」生≦l上空2【幽ユ」ヨ旦

`塾

。
・男女共に特異な髪型は認めない。・‥アシンメトリー、斜め切り、ツープロック風の髪型は学年

職員・生徒指導担当教員で確認し、あまりに頭髪が奇抜で、他の生徒に悪影響があると判断した

場合、原則として[I:菫菫:宣⊆、髪聖≧直|]L`:≦ :左L[」童1'こ

`≧

:邑 EL」2Lう。中直さ」堕回塁塑璧菫菫匿型2堕生__

※ツーブロック風の髪型とは

③眉毛は自然な形とし、細くしたり、剃ったり、故意に手を加えない。 ci壺1重1菫:菫型甦塑堕量二22塑_2)
④爪を伸ばしすぎたり、マニキュアを付けたりしない。        →』 1回を目安に二ニックを行2_
C整髪料 (ムースやスプレー)等を付けない。
⑥Э～⑤までを朝礼後などに各学年職員でチェックする。

(3)持ち物 ～学校生活に関係ないもの、不必要なもの、高価なもの、現金は持ってこないようにしよう～
◎携帯電話や携帯ゲーム機などは絶対に持ってこなし、 22乞

=1と
壁:ユ堕:昼:蛍:堕:21物!≧1堕ユ2玉所壁_し生!塗。

◎現金は原則として1寺ってこないこと。

」と

`墨

::::」場:1含 l」[]::」 Z:`:21ili△上童1:l:i::][`:2`墨金li`::」1:::〕」

`![蔓

lll`:2¨ :2¨ち1[::|」::」 [:l`Z2L'1:埜 :!:::i亘 !:liうo

(4)その他
。儀式的な行事や全校朝礼は制服を着用する。
・式は男子は、ホックをしめる。
・表彰等で登壇する時には、服装を整える。幅はくりは×)
・部活動後の下校や、大雨や突発的な雷雨の時はジャージで下校してもよしヽ 放送などでの指示に従う。
・部休日は制服に着替えて帰る。(昼休みのうちに着替えるようにしましょう。)
。名札を必ずつける。
・冬季、授業中寒くて我慢できない場合は、部活のウィンドブレーカーをひざかけ代わりに使用することは可。
ブランケット等は不可。

・刈り上げた上に髪がかかっている髪型

・明らかに段差があり、髪が2段になっているような髪型
。刈り上げの長さが異なり上と下で色の違いが見える髪型
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(5)協力して素早く片付けを行い、給食委員のごちそうさまと同時に清掃に移る。時間を守る。
(6)食器は丁寧に扱う。もし、食器を破損させた場合はすぐに先生に申し出ること。

5 7青掃・ 」塾イ木み、 [上下体育着 (ジャージ)に着替えて分担場所をきれいにする ]

(1)3～ 4時間目6功M』寺澗までには埜宣着|二2=二こに着替えを済ませておき清掃場郵こ彬動し、清掃を始める。
(2)教室清掃時は椅子を机の上に乗せ、引きずらないように持ち上げて運ぶ。
(3)清掃活動は真剣に、積極的に取り組み、清掃終了を係の先生に連絡し、反省会を行う。
・きれいにしよう。・ 。・隅々までほうきで掃き、しつかりと雑巾がけをする。
・時間を守ろう。・・・・最後のゴミ捨ても清掃時間内に行うようにする。
・反省会を開こう。・・・清掃活動への取り組み状況を反省する。

(4)

6 部活動  [田 勁、積極的にがんばろう。 ]
(1)自理型里墜墾団磐笙型墜 とする。[治療等に利用する ]また、顧間がいな0端ま原則として活動しない。
中間・期末テスト7日前から

(2)帰りの会終了後は荷物を持って活動場所へ移動する。GI幽1座|』lユ!遅IK塑|□i董:堕1堕:工:主登場1画:L置:生 )
。部活の服装には量りα範整主三Ω墾固望坐 こと。
・帰りの学活後はすみやかに退室し、活動終了後は教室へは戻らない。

(3)学級や班など、係の仕事や作業がある時、病気等の場合は顧間の先生または部長・副部長に事前に連絡して
おき、無断欠席やずる休みをしないようにする。教室に残る場合は担任または学年の先生に伝えておくこと。

(4)1明親尺習に参,力
『
ケる場インま7菫重:l二!昼墨:量菫:L昼コ!菫L:望:L空:L:ゝ__:ま:丞L、_:=:里ユ_■:」:翌 !塾〔⊇:□:E!巳:L:奎:当:LI主 :∠:五_

活動時間は7時 3Q」金から8時0塁全までとする。
とし、旦Q盆|ことる菫て盤習重謎坐生い。 (活動の準備やウォーミングアップ

*着替える場合は遁動場所萱童萱∠至こと。
。□固至幽塾LiQ.塾:二1型1菫.」I墜:艶〔壁!塾:量Ш:菫:=:止_生:董:望:ェ:。 (休日の活動も同様)
。活動は8壁052に終え、.8時.10分には退去し、8時 15分上望重に鍵を壁員室1亘壁ョすること。
・朝礼がある場合は、8時 00分終了、8時 05分退去、8時 10分までに鍵を返却とする。
(5)各部の責任者 (部長、副部長)咆 萱理、使用場所の清掃や戸締り、用具の整理整頓をしっかり行い、ま
ちがいのないようにする。

(6)活動中に事故やけがが起きた場合は、すぐに顧間や近くにいる先生に連絡する。
※萱よ壁 ⊆塑国壁壁:二」堡

`墨

t二::上望≧重とこ三⊆も原旦幽眼塑曇
(7)雨天時の活動場所や活動内容については、顧間の先生や部長に聞き、混乱のないようにする。
(8):襲 !壁:`:当1団:裂l圭:主:=_壼L△菫≧埜三乙.ン

`」

[1`隻Zセ:ヒ:三:と:ZiZ:」 [三:型!塾ム:金盤:」[整:き」狂!奎」盪蟹当日L_』聾盤墜璧!⊆2菫!菫:≧:璽i己!2.乙L。
※顧間の指示に従って活動し、事前に帰宅時間が遅れることを家の人に伝えておくこと。

(9)その他、部活動上のルールを守り、楽しく、有意義に活動する。

7 服装・頭髪 。持ち物 [ル柑,な螢騨猥を身につけよう。 ]
(1)服装 ～服装出さの力餞 服装かとの状態、決められた服装で学校生活をしっかり過ごそう～
①フイシャツ、プラウスは自無地のものとし、ズボンやスカートの外には出さない。開襟シャツや螺の大きく
開いたシャツや色物などは着用しない。名札をつける。
②男子のズボンは黒色の標準形のものとする。裾幅が短すぎたり、広すぎたりするものは着用しない。また、
ズボンの裾は長すぎないようにする。
③ベルトは黒色で革の素材とする。無地でズボンのベルト通しに入る幅とするが、細すぎる幅のものは着用し
ない。近壬を4122空」園塾二_
④女子のスカートは指定されたものとし、丈の長さはひざが隠れる程度とする。
⑤男女とも靴下は自地とし、ワンポイント(黒字・5∞ 円玉大倒勤までとする。また、靴下の長さ|ラ標準サイ
ズが好まししヽ 、`少なくともK至」L墾国墨壺豊2」上≧L星型立生塾塁堕塑剛型」園動壼:⊆壼:塾螢ご2

てもチャイムが鳴るまでしゃベま

こ`教室か

(5)昼休みはできるだけ校庭に出て、元気よく遊ぼう。
(6)第 5校時開始 5分前のチャイムが鳴ったらすぐに教室へ移動し始める。

■騰zIZの学奎:盗:二絵ftf212三:≧
`煙

]Ш:墨t饗]建:重塗建2ヱ:上:」I,上:、_4[厖 :運〔笙:`:主 !二は教室1二△
`登

二上。_



口ヽ′

(5)冬季の服装についての基準

(6)
*セーター  ・保温を目的とし、ジャージや制服の下に着用する。したがって、セーターだけでは生活し

ない。また、制服の上や下にジャージを着用しない。
・セーターは制服やジャージの下から出ないようにする。

★カーディガンは

'割

L
*コルセットやサポーターなど、健康上必要なものは理性!型墨整壺ュニ堕望」Щ登ことし
リップクリームは無香料でグロス 0ラメ無しのものとする。髪をとかす為のくしは、人前では使わない。
汗ふきシート、日焼け止め、ハンドクリームなども無香料のものとする。(スプレータイプは安全上禁止)

(7)更衣について
冬服 (10月 1日～5月 31日 :前後 lヶ月は準備期間)
夏服 (6月 1日～ 9月 30日 :前後 lヶ月は準備期間)

8 その他
(1)悩み事や困っていることは、一人で悩んでいないで、担任の先生や相談室で相談しよう。
(2)」墜壬⊆と立盪遣壷之ヱ憂ヨ艶曇

=壺
塁塁L■コ」ができるようにしよう。

(3)エレベーターが必要な友達を補助する時は、回丞できる△数は原則1△とする。それ以上は認めない。
(4)学校・学年。学級からの家庭への配布物 (学校だより、学年通信、学級通信、連絡物)等は必ず保護者に見
せて、特に参加申し込みや期日指定のあるものは遅れないように提出するようにしよう。

V

種男ll 基準 (男女共通)

コート 色

形

黒、紺

スクールコート、Pコート、ダッフルコート

手 袋 ※特に基準なし

マフラー 長

さ

交通安全の観点から、首に一回りして胸の付近になる程度

※ネックウォーマーも可

t*r- 色

形

黒、紺、グレーの単色

スクールセーターが望ましし、胸のワンポイント可。ラインの入ったものは不可。

帽子 着用しない

期間等 コート、手袋、マフラー、セーター、ストッキング等は、原則として11月 中旬から着用し

てもよレ、ただし、健康上の理由から早く着用する場合は担任に相談する。

9.t > r.^

)v-)1-
色 部活で購入したもの。部活に所属せず個人で購入した場合は、自。紺・グレー・シルバ

ーを基調とした|≡≡でないものコ
イン‐

シヤツ

色

形

自のみ

丸首、Vネック ※ハイネックのものは認めない。
※ 制服の下にジャージは着用しない
※ 堕塞萱l菫是隆口重董出すること (ただしウィンドブレーカーについては教室での着脱を認める)
※ 聾渥睡望亜壁望主_2`1_二∠̈ビLZlヒ

=二
塁2二
=二

」聾豊ぎ、二塁」と二Z12生二
==全
二:三]壁1菫l主

`生

主1こと

(ただし鍵の貸し出しの場合は着たままでも良い。)


